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 1月25日は浄土宗を開かれた

法然上人のご命日です。前日の

24日の夜、京都の街をお念仏を

唱えながら歩く「念仏行脚」に私も

参加して参りました。道程は京都

太秦の西光寺を出発し、嵐山の渡

月橋を渡り、松尾大社前を通り、

桂、向日市と抜けて長岡京の光明

寺までの十数キロの道のりです。

この行事は法然上人を偲び、その

遺徳を讃える行事ではあります

が、同時に決死の覚悟で師匠を守

り抜いた弟子たちのドラマでもあ

ります。  

 法然上人の説く教えは、お念仏

ブームともいえる広がりをみせる

一方で、比叡山や奈良の旧仏教勢

力からの激しい弾圧がありまし

た。それは法然上人没後も続き、

反対勢力が、京都東山の大谷の地

に埋葬された法然上人のお墓を

破壊し、さらに遺骸を鴨川に流し

てしまおうという動きがありまし

た。その危険を察知した弟子たち

が大谷の地から現在の太秦西光

寺まで上人のご遺骸を移されま

す。しかし更に強まる圧力に、弟

子たちは西光寺からさらに長岡

京粟生の地（現在の西山浄土宗総

本山の光明寺）へご遺骸を運び込

みました。安貞2年1月24日の夜

中のことです。そして上人のご遺

骸は翌25日に荼毘に付されまし

た。 

 

 念仏行脚はコロナや大雪による

中止を経て、5年ぶりの開催とな

りました。私自身はかれこれ10年

ぶりの参加でした。道中2ヶ寺で

お勤めをし、しばしの休憩がある

ものの運動不足気味

の 身 体 に4時 間 半

の道のりはなかな

か ハ ー ド な も の で

す。追っ手から逃げてい

るのかと思うくらいのハイスピー

ド。決死の覚悟で師匠法然上人の

ご遺骸を守り抜いた弟子たちに

思いを馳せながら（そんな余裕は

ない）、決死の覚悟で遅れないよ

うに一心不乱に歩きました。 

 

 しかし弟子たちが暗闇の中、棺

を抱えて疾走したこの長い距離を

実際歩いてみると、命がけで法然

上人を守ろうとした弟子たちの思

いの一端に触れることができたよ

うな気がいたしました。 

うずまさ 

京都を歩く ～法然上人追慕念仏行脚 
光明寺の法然上人御火葬跡  

念仏行脚には念仏門の浄土宗西山

三派、浄土宗鎮西派、時宗の青年

僧が参加。法然上人にならい黒衣

に灰色の袈裟。そして網代笠、頭陀

袋、手甲、脚絆の行脚スタイル。 

ねんぶつあんぎゃ 

あ お 

だ び 
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 先の念仏行脚の道中、長い行脚の列を掌を合わ

せて見届けてくださる方がいらっしゃいます。中

には浄財を頂くこともあります。心情的には頭を

下げて「ありがとうございます」と言いたいので

すが、実は言えません。これが募金とは違う点で

す。というのも布施をする側も修行だからです。

布施は修行（六波羅蜜）の徳目の一つで、見返り

やお礼を求められるものではありません。むしろ

喜んで捨てる（＝喜捨）行いであるため、お礼を

言ってしまうと、その功徳をぶち壊してしまうこと

になります。ですので受け取る側の僧侶としては

「財法二施 功徳無量 檀波羅蜜 具足円満 乃至

法界 平等利益」と唱えて頂きます。これは普段お

参りした際に頂戴するお布施に対しても同じこと

がいえ、本来はお礼を言うべきではないのです

が、黙って頂くのも不遜な態度に見えますので、

心の中で先の偈文をつぶやき、両手で丁寧に軽く

頂いてから、頂戴するようにしています。 

 布施は古代インドの言語サンスクリット語では

dāna（ダーナ、檀那、旦那）といいます。奥様が主

人のことを呼ぶ際に言うあのダンナです。施す、

与えるという意味で、臓器移植のドナーも同じ語

源の言葉です。布施をする家を檀家、布施をする

人を施主といいます。皆様から頂くお布施は「財

施」というのに対して僧侶の読経や法話は仏の教

え（法）を説く「法施」といいます。 

 賽銭箱のように少額の浄財で、無記名のもので

あれば、いくら入れればよいのかと迷う方はいま

せん。一方お寺への葬儀や法要などのお布施にな

るとたちまち困ってしまいます。その額も地域や

お寺によりばらばらですし、額に開きが結構ある

ので、ますます「お気持ち」の額が分からなくなる

のは当然です。  

 

 問題の背景には、僧侶がサービス業で、お経を

読む対価としてお布施というサービス料を支払っ

ているという感覚が支払う側にも頂く側にもある

からだと思います。それは今のお寺や各種法要の

在り方をみるとやむを得ないのも事実ですが、本

来は読経代、読経料ではなく、あくまでお布施で

す。読経や法話などの法施はパッケージ商品や

サービスではありません。仮に各種法要の料金一

覧表を作ったとしても、その額でないと受け付け

ないということではないですし、金額の多い少な

いによってその内容が左右されるものでもありま

せん。お布施である以上、こちらから提示して要

求するものではないのですが、それでは不親切で

すので、聞かれた際には、私は地元で皆様によく

お包み頂く金額をお知らせしています。頂戴した

お布施に対してお寺側がどうこう言いだしたら、

それはもうお布施ではなくなってしまいます。お

布施は本当に難しいですね(^^;) 

お布施はムズカシイ 

お布施に対してはお礼を言ってはいけない！？ 

そもそも布施とは・・・ 
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なぜ「お気持ち」なのか 
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 阿弥陀仏がまだ法蔵という菩薩の時にたてた願いが

48あります。その3つ目の願いが「悉皆金色の願」とい

うものです。すべてのいのちが光り輝いている世界で

あれというもの。 

 

 網干浜田出身の江戸時代の禅僧盤珪禅師は、皆仏の

心を生まれながらにして持っているのであるから、そ

の仏心のままいればいいだけなのだと説きます。何か

特別な修行をしようと思うこと自体が造作なこと、余

計なことなのだと。自身は厳しい修行をなされました

が、修行をして仏心が育ったのではなく、修行をしてそ

の種（仏心）に気づいたと言われます。 

 

 すべてのいのちが光り輝く仏心を持っているのです。 

 
No  仏教, No  Life  

門前掲示板 一言法話門前掲示板 一言法話門前掲示板 一言法話門前掲示板 一言法話    

 仏教詩人の坂村真民さんの「二

度とない人生だから」という詩の

第5節目の句です。 

 

 多くの趣味を持ち人生を楽しむ

達人、所ジョージさん曰く、 

「趣味を見つけようとするのは大

変だから、あえて趣味を見つける

必 要 な ん て な い。毎 日 の ル ー

ティーンを壊してみる。例えば1

時間早く家を出てみる。1駅手前

で降りてみる。そうするだけでいつもと違う世界を見

ることができる、少しずらしてみるだけでいろんな景

色をみることができる。それだけで人生観が変わるも

んだよ」と。 

 

 つゆぐさの葉の上にのっているつゆに光が差し込む

一瞬の輝き。めぐりあいのふしぎを感じることのでき

る人はきっとしあわせな人に違いありません。 

 「私はあなたがたを深く敬いま

す。決して軽んじません。なぜな

ら、あなたがたは皆、菩薩の道を

歩まれ、将来は必ず仏になられる

からです」（『法華経』） 

  

 常不軽菩薩という方は会う人会

う人皆に、こう言って礼拝してい

たといいます。いきなりこんなこ

とを言われたら「なんだおまえ？」

と思わず引いてしまいそうです。

しかし軽蔑する人がいても、嘲笑

う人がいても、決して腹を立てることなく、こう言って

礼拝を続けられました。 

 

 先入観、好き嫌い、利害関係など様々なフィルターを

かけなければ気が済まない私たち。今巷では盛んに「リ

スペクト」という言葉を耳にします。敬意という意味で

すが、相手を大事にする、軽んじないという風に捉えた

方が分かりやすいかもしれません。常不軽菩薩はすで

にはるか昔からリスペクトの鬼だったわけです。 

 数百、数千もの人々が松明を

持ってきて、火を分けてもらい、

その火で食事を作ったり、明かり

をとったりしても、元の火は変わ

ることはない。福もそのようなも

のである。いくら施しても減るこ

とがない福徳をお釈迦さまは松

明に例えて説かれています。 

 

 お金やモノの施しは誰もができ

るわけではありません。それに対

して誰でもいつでもできる施しがあるといいます。施

しというより人への接し方、心がけと捉えた方がより

実践的です。それはやさしい眼差しや穏やかな笑顔、

トゲのない優しい言葉、そして心配りやおもてなしと

いった気持ちです。いくら施しても減ることはなく、そ

ればかりか施せば施すほど周りの人々が幸せになっ

ていきます。自らの幸せを得るには、周りの人々に幸

せを感じてもらうことが一番の近道といえます。 

 12月 

 11月  1月 

 2月 

じょうふきょうぼさつ 

たいまつ 

ばんけい 

しっかいこんじき 

ほうぞう 

ぶっしん 

らいはい 



 

東ノ丁 

東ノ丁 

加古川 

東ノ丁 

的 形 

白 浜 

曽 根 

宮本丁 

高 砂 

中ノ丁 

東ノ丁 

西 浜 

東ノ丁 

大 鳥 

宮本丁 

令和6年11月2日寂 

令和6年11月6日寂 

令和6年11月19日寂 

令和6年12月7日寂 

令和6年12月11日寂 

令和6年12月13日寂 

令和6年12月20日寂 

令和6年12月20日寂 

令和6年12月23日寂 

令和7年1月1日寂 

令和7年1月3日寂 

令和7年1月7日寂 

令和7年1月２０日寂 

令和7年2月1日寂 

令和7年2月3日寂 

 

近藤義孝さん(89歳) 

加納康行さん(87歳) 

石原則子さん(85歳) 

菅原まちよさん(92歳) 

生嶋兵太郎さん(89歳) 

八若公子さん(96歳) 

尼野幸治さん(78歳) 

湯谷信夫さん(94歳) 

生嶋よしさん(102歳) 

門利保さん(97歳) 

藤本冨美子さん(98歳) 

加古美行さん(89歳) 

井本由香さん(61歳) 

鷲尾千代さん(91歳) 

木村正宏さん(81歳) 

参道に花御堂を

お祀りしていま

す。甘茶をひしゃ

くですくって、お

釈迦様にかけてお参りくだ

さい。甘茶もどうぞご賞味

ください。すごく甘いので

飲みすぎ注意です。 
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風邪、インフルが落ち着けば、次は花粉

シーズンの到来。ハクションと出ないか

ヒヤヒヤ、ビクビク読経するのもなんだ

かソワソワ・・・。このくしゃみは古代イン

ドの言葉サンスクリット語のクサンメか

らきている。あるときお釈迦さまがく

しゃみをされると、周りの弟子たちが一

斉に「クサンメ！」と唱えたという。この

クサンメは「休息万命」と音写され、長

寿の意味を持つ。英語圏でもくしゃみ

をすると「God bless you（あなたに

神のお恵みがありますように）」と言う。

どちらも「お大事に」ということである

が、何気ない労りは嬉しいもの。皆様の

周りのハクション大魔王にも「クサンメ」

と言ってあげてください。 

お知らせ 

ご逝去の報 編集後記 

花 ま つ り 

ハ
ッ
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お し ゃ か さ ま の 誕 生 日 

4月8日はお釈迦さまの誕生日です

（この辺りは月遅れの5月8日）。お釈

迦さま誕生の地インドのルンピニー

の花園を模した花御堂に、お生まれ

になった時の姿を像にした誕生仏を

お祀りしています。お釈迦さまが生

まれる際、九頭の龍が現れ、天より甘

露の雨を降らし祝福したことにちな

んで、甘茶を誕生仏に灌ぎ、お釈迦

さまの誕生をお祝いします。 

5月8日（木）   

くそくまんめい 

はなみどう 

たんじょうぶつ 

そそ 
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薬師如来の脇侍 日光菩薩（西光寺蔵） 


